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三
十
紛
に
ふ
や
 

津
軽
の
や
や
北
部
に
位
置
す

る
市
の
り
ん
ご
栽
培
は
、
そ
の

気
象
と
立
地
条
件
に
適
応
し
た
 

品
種
を
選
択
し

市
場

性
の

高

い
り
ん
ご
を
生

産
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
同

時
に
、
八
月
か

ら
十

一
月
ま
で

平
均
し
た
労
力

の
配
分
が
で
き

る
ょ
う
、
栽
培

品
種
の
構
成
を

樹
て
ま
し
た
。
 

市
の
奨
励
品

種
の
こ
れ
か
ら

の
品
種
別
栽
培

構
成
と
栽
培
面

積
の
計
画
は
、
 

し
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
栽
培
面
積
の
五
〇
督
で

す
。
次
い
で
晩
（
中
）
生
種
の
 

「
ふ
じ」
 （
収
穫十
一
月
上
旬

出
荷
前
同
）
を
全
栽
培
面
積
の

二
〇
督
に
あ
た
る
二
百
十
四
紛

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
 

「
む
つ
」
 
「
青り
三
号
」
 （
 

収
穫
十
月
中
、
下
旬
、
出
荷
十

月
ー
翌
年
三
月
）
は
、
あ
わ
せ

て
二
百
十
二
紛
、
全
栽
培
面
積

の
二
〇
督
。
中
生
種

「
ネ
ロ
ー
ー
 

六
号
」
 （
収穫
九
月
上
、
中
旬

出
荷
九
月
上
、
中
、
下
旬
）
は

四
十
七
紛

（
四
・
五
督）
、
標

か
に
中
生
種
の
「
青
り
二
号
」
 

（
収
穫九
月
中
、
下
旬
、
出
荷

九
月
上
、
中
、
下
旬
）
は
四
十

二
紛
、
早
生
種
の
「
祝
」
 （
収

穫
八
月
中
、
下
旬
、
出
荷
八
月

中
、
下
旬
）
を
十
紛
、
 「
N
一

八
号
」
を
五
紛
に
す
る
方
針
で

す
。
 

「
世
界

一
」
は次
の

収
穫
の

つ
な
ぎ
に
 

市
の
奨
励
品
種
の
ほ
か
「
マ

へ
七
号
」
 「
レ
ロ
ー
ー
号
」
 
「
 

金
星
あ
か
ね
」
 
「
世界

一
」
な
 

「
こ
れ
か
ら
の
り
ん
ご
経
営
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
、
市
で
は
、
 

果
樹
振
興
対
策
の
な
か
で
最
重
点
に
と
り
あ
げ
て
い
る
り
ん
ご
栽
培

に
っ
い
て
、
消
費
者
の
好
み
に
あ
っ
た
品
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め

の
「
品
種
の
更
新
」
や
、
人
手
不
足
に
対
処
し
た
 
「
ワイ
セ
イ
化
栽

培
」
の
普
及
な
ど
、
転
換
が
せ
ま
ら
れ
て
い
る
り
ん
ご
栽
培
の
こ
れ

か
ら
の
指
標
を
ま
と
め
ま
し
た
。
 

ワ
イ
セ
イ
化
栽
培
も
普
及
 

労
力
の

均
等
配
分

“
 
 

で
品
種

を
構

成
 

（昭和33年9月10日第j種郵便物特認可） 

りんご園の基盤整備（原子で） 

r
 

花
ょ
 

北
国
の
春
は
お
そ
い
 

だ
か
ら
こ
そ
こ
と
さ
ら
に
フ
レ
ー
ム
の
中
の
 

あ
な
た
が
恋
し
い
 

花
ょ
 

な
に
を
お
し
ゃ
べ
り
し
て
る
 

お
星
さ
ま
と
お
月
さ
ま
の
こ
と
か
 

そ
れ
と
も
あ
な
た
を
愛
し
て
る
人
の
こ
と
か
 

花
ょ
 

も
し
も
あ
な
た
が
 

こ
の
世
の
中
に
い
な
か
っ
た
ら
 

ど
ん
な
に
か
暗
い
毎
日
だ
ろ
う
 

晩

（
中）
生
種
 

の
 
「ス
タ
ー
キ
 

ン
グ
」
 （
収穫
 

ど
、
生
産
者
が
す
で
に
作
付
し

生
産
し
て
い
る
も
の
は
主
力
品

種
と
せ
ず
、
次
の
収
穫
ま
で
の

つ
な
ぎ
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
将
来
の
試
作
品
種

と
し
て
「
一
九
号
」
 
「
五号
」
 

「
九
号」
 
「一
一
一
号」
 
「
晩

生
二
六
号
」
 
「
七号
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
試
作
の
結
果
を

待
っ
て
適
性
品
種
が
あ
れ
ば
追

加
し
た
い
。
 

「
ワ
イ
セ
ィ
化
」
は

園
地
の

改
良
か
ら
 

こ
れ
か
ら
、
 「
ワ
イ
セ
イ
化

栽
培
」
が
年
々
ま
す
と
思
わ
れ

る
が
、
ワ
イ
セ
イ
化
の
第
一
条

件
は
土
地
基
盤
整
備
（
土
地
改

良
事
業
）
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
念
項
に
導
入
し
て
い
た
だ
き
 
《
 

た
い
。
い
ま
、
と
り
さ
た
さ
れ

て
い
る
ワ
イ
セ
イ
台
木
で
、
市

に
取
り
入
れ
た
い
も
の
に
「
N
 

九
」
 
「N
二
六
」
 
「N
二
七
」
 

「
N
N
一
〇
二
」
で
あ
り
「
N
 

N
一
〇
六
」
 
「N七
」
は
や
せ

地
向
き
に
し
た
い
。
ス
パ
ー
タ

イ
プ
に
は
 
「
レ
ッド
ス
パ
ー
」
 

「
ウ
エ
ル
ス
パ
ー
」
 
「ス
タ

ー
 

ク
リ
ム
ソ
ン
」
 
「ミ
ラ
ー
ス
パ
 

ー
」
 
「オ
レ
ゴ
ン
ス
パ
ー
」
 な

ど
が
あ
り
と
も
に
豊
産
性
が
あ

り
、
着
色
も
す
ぐ
れ
て
い
る
が

味
と
玉
伸
び
が
弱
い
点
も
あ
り

今
後
検
討
し
て
公
表
し
た
い
。
 

（
次
号
へ
続
く
）
 

市
の
「り
ん
ご
経
営
」
の
指
標
 



踏
切
事
故
が
連
続
発
生
 

一
時
停
止
と
左
右
の
確
認
を
 

アッ危 v、，, 
ぞの運松が、 

死を才石く 即 

に 

ー皿ーサ”テント 
、 

②
 

最
近
、
国
鉄
五
能
線
で
踏
切

事
故
が
連
続
発
生
し
て
お
り
、
 

運
転
手
と
歩
行
者
は
、
踏
切
を

渡
る
と
き

一
時
停
止
や
左
右
の

確
認
を
必
ず
実
行
し
て
×
だ
さ

い
。
 

弘
前
鉄
道
公
安
室
の
調
べ
に

よ
る
と
、
昨
年
四
月
か
ら
こ
と

し

一
月
ま
で
の
間
に
国
鉄
五
能

線
で
三
十

一
件
（
前
年
同
期
一
一

一
件
）
の
踏
切
事
故
が
発
生
し

て
お
り
、
十
二
人
の
死
傷
者
（
 

前
年
同
期
五
人
）
が
で
て
い
ま

す
。
 

こ
の
な
か
に
は
、
昨
年
十
一
一

月
八
日
、
鶴
田
ー
五
所
川
原
駅

間
の
大
巻
踏
切
で
ダ
ン
プ
カ

ー
 

が
気
動
車
と
衝
突
、
九
人
の
重

軽
傷
者
を
だ
し
た
事
故
も
含
ま

れ
て
お
り
、
昨
年
暮
れ
に
は
岩

崎
ー
十
二
湖
間
の
正
道
尻
踏
切

で
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
た
高
校

生
が
気
動
車
に
衝
突
、
ふ
た
り

が
即
死
す
る
痛
ま
し
い
事
故
も

あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
踏
切
事
故
の
主
な
原

因
は
、
踏
切
の
一
時
停
止
を
お

こ
た
り
、
左
右
の
確
認
を
し
な
 
 

か
っ
た
た
め
で

す
。
 

ほ
か
に
、
踏

切
の
上
で
車
が

動
け
な
く
な
っ

た
と
き
、
防
護

そ
置
を
と
ら
な

か
っ
た
こ
と
や

一
時
停
止
の
と

き
踏
切
に
出
過

ぎ
た
た
め
と
、
 

無
理
な
直
前
の

横
断
が
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
 

市
広

域
 

商

業
診
断

か
ら
 

△
勧
告
 
そ
の
3
V
 

こ
ん
に
ち
の
小
売
商
業
の
競

合
関
係
は
、
商
店
街
と
商
店
街

ま
た
は
地
域
対
地
域
と
そ
の
範

囲
を
広
げ
て
き
て
い
る
。
こ
の
 

暴
 

よ
う
な
時
代
に
は
、

個
別
商
店
 

の
売
り
上
げ
が
、
そ
の
属
す
る
商
店
街
に
魅
力
が
あ
る
か
な
い
か
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
 

全
体
的
に
渋
滞
ム
ー
ド
の
お
う
い
つ
し
た
街
区
で
は
、
い
く
ら
少

数
の
店
が
近
代
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
顧
客
の
十
分
な
吸
引
は
期
待

で
き
な
い
。
商
店
街
の
発
展
性
が
集
団
意
識
の
強
弱
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
こ
と
は
、
現
在
発
展
し
、
繁
栄
し
て
い
る
商
店
街
の
多
く
が

盛
ん
な
共
同
意
識
と
共
同
事
業
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
 

市
の
商
店
街
全
体
が
繁
栄
し
て
ゆ
く
た
め
に
解
決
す
べ
き
問
題
と

し
て
は
 

①
商
店
街
の
切
断
部
分

（
い
わ
ゆ
る
非
店
部
分
）
 の
解
消
、
②
借

地
、
借
家

（権
利
）
問
題
、
③
商
店
街
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
ク
核

店
舗
4
づ
く
り
と
業
種
の
構
成
是
正
の
問
題
、
④
商
店
街
全
体
と
個

別
店
舗
の
美
化
お
よ
び
近
代
化
廿
力
ツ
ト
参
照
廿
⑤
交
通
の
混
雑
化

に
と
も
な
う
危
険
解
消
、⑥
駐
車
場
の
設
置
と
拡
巾
、⑦
商
店
街
諸
施

設
（
買
物
公
園
、
水
の
み
場
、
ト
イ
レ
）
 の
整
備
、
⑧
商
店
街
の
販

売
促
進
、
⑨
店
員
の
雇
用
と
教
育
、
訓
練
問
題
廿
な
ど
が
山
積
し
フ

い
る
。
経
営
者
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
「
ロ
で
は
簡
単
に
い

う
が
、
実
現
は
不
可
能
だ
」
と
い
わ
れ
る
か
島
し
れ
な
い
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
経
営
者
は
あ
き
ら
め
て
し

ま
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
 

企
業
の
永
続
性
、
利
益
の
追
求
と
い
う
経
営
の
基
本
原
理
か
ら
い

え
ば
、
あ
く
ま
で
地
道
に
解
決
し
て
ゆ
く
べ
き
問
題
ば

か
り
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
体
制
づ
く
り
と
間

題
解
決
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
前
述
の
①
か
ら
⑨
の
諸
問
題
を
解

決
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
個
々
の
商
店
の
力
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
。
 

最
近
の
消
費
者
の
意
識
、
好
み
の
変
化
は
急
デ
ン
ポ
に
す
す
ん
で

お
り
、
か
つ
て
の
 
「実
利
的
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
 

い
わ
ゆ
る
 
「
レジ
ャ
ー
」
 
「
ムー
ド
」
 
「
トー
タ
ル
」
 
ショ
ッ
ピ
ン

グ
に
と
っ
て
か
わ
る
時
代
が
や
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の

ク
商
品
を
店
頭
に
並
べ
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
何
で
も
売
れ
た
時
代
 

4
か
ら
ク
ど
う
せ
買
う
な
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
気
持
良
く
、
満
足
し

た
買
物
が
で
き
る
店
（
商
店
街
）
で
買
う
4
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
ん
に
ち
の
商
店
街
で
は
、
街
区
の
美
化
「
近
代
化

充
実
化
、
ッ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ト
ー
タ
ル
性
、
安
全
性
と
い
っ
た
要
素

が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
き
た
。
 



小児マヒ生ワクチンの投与（1回目） 

地 区 名 1 回目 のませる場所 のませる時間 

小曲、錦町、幾島町、柏原町、 4 月 4 日中央公民館 3
O3
 

1
1承
3
0
-3
0
3
03
0
2
3
03
03
O3
03
02
3
0
3

3
  

時
一
 

暗
 
時
ー
時
一
時
一
時
時
時
 
時
崎
時
暗
時
一
時
一
 

惟
 

m

唯

惟
 
惟
警
惟
 
警
警
唯
 
惟
 

末広町、新宮末広町、トご下、 
申平井町、ひなた町、東雲町、 
敷島町、旭町、大町、さろぎ町 

七 	和 4月 4 日七和支所 

栄 4月 5 日栄支所 

梅 	沢 4月 5 日梅沢支所 

中 

三 	好 

松 	島 

4 月 6 日中川支所 

4 月 6 日三好診療所 

4月10日松島支所 

長 	橋 4 月10日長橋診療所 

飯‘ 	詰 4月n日飯詰支所 

毘 沙 門 4 月n日毘沙門小学校 

東町、布屋町、本町、寺町、岩 4月12日中央公民館 
木町、川端町、柳町、成由町く 
新町＝鎌谷町、弥生町、田園調 
布、平和町、田町、栄町、元可 
日の出町、鳥森 

赤ちゃんを小児マヒから守るため、市健康年金課では生ワクチンの

投与を次の日程でおこないます。該当する赤ちゃんは必ずのませ、該

当する以外の赤ちゃんでもまだ 1 回ものませていない赤ちゃんがおり

ましたら投与をうけてください。 

昭和47年 1 月 1 日から12月31日までに生まれた赤ちゃんは 2 回のま
せてください。， 

昭和46年 2 月 1 日から12月31日までに生まれた赤ちゃんは追加の 1 
回をのま他てください。 

昭和48年 1 月 1 日から 1 月31日までに生まれた赤ちゃんは 5 月1こ1 
回のませてください。 

料金は無料です。 

なお生ワクチンの投与をうける赤ちゃんの熱は必ずはかり、母子手

帳を忘れないようにしてください。 

、
あ
な
た
の
意

見

を

コ
ビ
話）
 

臓
ソ
に
苔＼聞
ぐ
，集
豆
が
ら
、
 

△
お
た
ず
ね
V
 

農
村
地
域
に

お
け
る
消
防
団

員
の
出
か
せ
ぎ
 

(
,H●
試

ブ
 
が
多
く
、
消
防
 

x
色
、
、
、
、
 活
動
に
支
障
を

き
た
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市

で
は
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講

じ
て
い
る
の
か
。
 

△
お
こ
た
え
V
 

出
か
せ
ぎ
消
防
団
員
は
、
出

か
せ
ぎ
期
間
中
、
代
理
人
を
定

め
分
団
長
に
届
出
し
、
消
防
団

幹
部
が
そ
の
地
域
か
ら
協
力
者

を
求
め
協
力
隊
員
に
登
録
す
る

な
ど
の
方
法
を
講
じ
て
い
ま
す

が
万
全
と
は
い
い
難
い
。
消
防

本
部
で
は
、
市
役
所
ま
所
、
各

農
協
と
そ
の
支
所
職
員
の
協
力

を
得
て
、
協
力
隊
員
も
含
め
た

基
礎
訓
練
を
強
化
し
出
か
せ
ぎ

団
員
の
充
足
に
全
力
を
あ
げ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
協
力
隊
員
の
待

遇
も
、
出
動
し
た
場
合
、

一
般

団
員
と
同
じ
く
出
動
、
訓
練
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
不
幸

に
し
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
は

青
森
県
消
防
補
償
等
組
合
か
ら

療
養
補
償
費
と
し
て
医
療
機
関

へ
納
付
さ
れ
休
業
補
償
費
と
し

て
日
収
の
六
〇
督
が
補
償
さ
れ

る
な
ど
、
不
足
す
る
団
員
確
保

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
商

工
会
議
所
と
市

五
所
川
原
ロ

ー
 

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

共
催
の
第
十
八

回
優
良
商
工
従

業
員
の
表
彰
式

は
、
二
月
二
十

三
日
産
経
会
館

で
お
こ
な
わ
れ

三
十
年
以
上
の

勤
続
者
な
ど
七

十
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た

人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
三
十
年
以

上
勤
続
 
 

伊
藤
義
美
、
木
村
辰
五
郎

A
以

上
鶴
谷
製
材
所
）
 

▽
二
十
年
以
上
勤
続
 

小
田
桐
留
太
郎
（
鶴
谷
製
材

所
）
黒
滝
賢
一
、
佐

々
木
睦
子

蒔
苗
久
子

（
以
上
陸
奥
印
刷
）
 

石
川
要
清

（
中
三
）
神
一
一
勇（
 

弘
南
パ
ス
五
所
川
原
営
業
所
）
 

渋
谷
春

一
（
前
田
製
材
所
）
 

▽
十
年
以
上
勤
続
 

尾
崎
五
郎
、
島
村
光

一
（
以

上
マ
ル
チ
ン
）
秋
山
健

一
、
渋

谷
勇
逸
、
赤
城
春
江

（
以
上
か

さ
い
商
店
）
松
橋
志
郎
、
葛
西

九
郎
、
斎
藤
広
文
（
以
上
弘
南

バ
ス
五
所
川
原
営
業
所
）
三
上

健
三
（
角
田
洋
服
店
）
石
村
徳

一
（
古
二
商
店
）
川
市
き
み
急
 

（
江
良
商
店
）
山
川
定

一
（
前
 
 

田
製
材

所
）
小

山
内
清

「
、
 

竹
内
光
昭

（
以
上
金
正
堂
）
斎

藤
孝
雄
、
川
浪
祥
二
（
以
上
平

泉
農
機
）
藤
田
清
次
郎
、
藤
田

雪
春

（
以
上
小
野
建
設
工
業
所
 

）

一
戸
と
し

（
寺
田
青
果
店
）
 

藤
田
兼
光
、

蔦
谷

利
子
、

稲

見
清
蔵
、
後
藤
正
英
、
前
田
哲

村
本
正
毅

（
以
上
鶴
又
薬
品
）
 

工
藤
忠
造

（
櫛
引
写
真
店
）
 

▽
特
別
功
労
者
 

片
岡

静
江

子
 
（山
ロ

く
つ

店
）
小
笠
原
キ
ネ

（
寺
田
青
果

店
）
 

な
お
、
五
年
以
上
勤
続
者
は

斎
藤
末
子
（
鶴
谷
製
材
所
）
ほ

か
三
十
二
人
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

‘
的
、
 

4
.
 

生活環境パトロール本部 

住みよい 

環境づくりに 

でんわ ⑤ 14 1
,
 

w
 



お知らせ 

市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤432 

ロ人口の動きロ 
（昭和48年2月28日現在） 

総人口 51,948人 
男 25,076人 
女 26,872人

世帯数 13,675世帯 

住民基本台帳から 

心
可
花
ガ
ょ
製
』
 

「
赤
い
花
な
ら
マ
ソ
ジ
ュ
シ

ヤ
ゲ
、
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
に
雨
が

降
る
 
」

と
、
か
つ
て
広
く

う
た
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
心
に
残
っ
て
い
る
花
で

す
。
 

「
、
ンジ
ュ
ジ
 ヤ
ゲ
の
名
は
法

華
経
の
「
摩
詞
ま
ん
陀
羅
華

ま
ん
珠
沙
華
」
か
ら
で
た
も
の
 

で
赤
花
を
あ
ら
わ
す
焚
語
に
由

来
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

こ
の
花
は
青
森
県
に
は
自
生

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
実
物
を

見
て
い
る
方
が
す
く
な
い
よ
う
 

マ
ン
「
ン
ュ
、
ン
ャゲ
 

（
ヒ
ガ
ン

パ
ナ

科

）
 

で
す
が
、
秋
に
は
関
東
か
ら
南

へ
旅
し
ま
す
と
、
車
窓
か
ら
赤

花
の
群
を
あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
 

で
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

マ
ソ
ジ
ュ
ツ
ャ
ゲ
は
、
別
名

で
、
標
準
語
を
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
花
と
同

属
で
姿
形
が
よ
く
似
て
い
る
青

森
県
産
種
に
「
キ
ッ
ネ
ノ
カ
ミ

ソ
リ
」
と
「
ナ
ツ
ゼ
イ
セ
ン
」
 

が
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
に
は
キ
ッ
ネ
ノ

カ
ミ
ソ
リ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン
に
は
接

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

、
 

④
 

胃
の
検
診
、
申
 

込
は

2
4日
ま
で
 

市
健
康
年
金
課
で
は
、
四
十

八
年
度
の
胃
腸
病
検
診
を
弘
前

大
学
の
協
力
で
次
の
日
程
で
お

こ
な
い
ま
す
。
胃
腸
の
検
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
行
政
連
絡

員
を
通
じ
て
各
支
所
か
市
健
康

年
金
課
衛
生
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

▽
検
診
日
時
 
四
月
十
七
日
 

（
火
）
ー
四
月
二
十
八
日
（
土
 

）
ま
で
の
、
午
前
五
時
か
ら
正

午
ま
で
 

▽
検
診
場
所
 
市
中
央
公
民

館
前
 

▽
検
診
対
象
者
 
三
十
五
歳

以
上
で
、
市
内
に
居
住
す
る
方

▽
検
診
料
金
 
ひ
と
り
八
百

円
の
う
、
、
 市
で
四
百
円
負
担

し
ま
す
 

▽
申
込
締
切
 
三
月
ニ
十
四

日
、
た
だ
し
千
三
百
人
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
第

一
一次
検
診

（
九
月
頃
予
定
）
に

な
る
方
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

な
お
申
し
込
み
の
と
き
は
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯
主
の

氏
名
を
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
行
政

連
絡
員
、
各
支
所
、
市
健
康
年

金
課
に
あ
り
ま
す
。
 

国
保
の
保
険
証
 

は
3
月
で
更
新
 

こ
と
し
は
、
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
が
更
新
さ
れ
市
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
現
在
も
っ
て
い
る
保
険

証
は
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
三

十

一
日
で
有
効
期
間
が
き
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
新
し
い
保
険
証
 

（
黄
色
）
を
三
月
三
十

一
日
ま

で
み
な
さ
ん
に
届
け
ま
す
の
で

現
在
の
保
険
証
と
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
四
月
一
日
か
舞
 
 

ら
は
新
し
い
保

険
証
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま

す
。
 

「
音
痴
ダ

・・己
と

い
わ
ず
、
謡
曲
を
 

母
「
市
中
央
公
民
館
と
五
所
川
原

宝
生
会
で
は
、
 「
あ
な
た
の
教

室
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
い
て

い
る
謡
曲
と
仕
舞
教
室
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

「
仕
舞
」
は
、
 ハ
ヤ
シ
を
つ

け
ず
仕
手
（
ツ
テ
）
が
謡
曲
に

あ
わ
せ
て
舞
う
略
式
の
能
楽
で

す
。
 「
音
痴
と
か
、
声
が
悪
い
 

」
と
思
っ
て
い
る
方
を
歓
迎
し

ま
す
。
 

謡
曲
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時
ま
で

市
中
央
公
民
館
二
階
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

「
仕
舞
」
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
の

で
時
間
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
 

▽
三
月
ニ
十
五
日
、
四
月
一

日
、
四
月
二
十
二
日
▽
五
月
以

降
は
、
第

一
、
第
三
日
曜
日
 

い
ず
れ
も
午
後

一
時
か
ら
三

時
ま
で
市
中
央
公
民
館
二
階
大

会
議
室
で
開
き
ま
す
。
 

明
日
を
開
く

ノ・
映
画
の

会
 

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
、
た
 

め
に
な
る
映
画
で
す
。
 

入
場
は
無
料
で
す
。
 

▽
と
き
 
三
月
十
七
日

（
土
 

）
午
後
二
時
2
四
時
ま
で
 
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ホ
ー
ル
 

▽
上
映
映
画
 
マ
ン
ガ
映
画
 

「
空
飛
ぶ
幽
霊
船
」

（
 

家
族
教
育
映
画
 

・
 

「
歩
行
者
の
交
通
法
規
」
 

二
中
校
章
決
る
 

一
席
に
原
さ
ん
 

市
立
第
二
中
学
校
（
川
浪
豊

登
校
長
）
は
、
長
橋
、
七
和
中

学
校
を
統
合
し
て
新
発
足
す
る

た
め
校
章
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
三
月
十
日
市
長
公
室
で

小
山
市
教
育
長
、
西
北
教
育
事

務
所
対
馬
指
導
主
事
、
川
浪
校

長
が
立
会
で
審
査
の
結
果
、
次

の
入
選
者
が
決
り
ま
し
た
。
 

な
お
応
募
は
四
十

点
で
し

た
。
 

▽

一
席
 
五
所
川
原
市
末
広

町
一
九
 

原
八
恵
 

▽
二
席
 
弘
前
市
城
南

一
丁

目
一
九
ー

一
四
 

葛
西

一
雄
 

▽
三
席
 
弘
前
市
御
幸
町
一

一
 
ー」
一
 

青
木
真
博
 

（
敬
称
略
）
 

郵

便

局
に
も
 

転
 
居
 
届
 
を
 

毎
年
、
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
は
、
就
職
や
転
居
な
ど
の

た
め
住
所
を
変
更
さ
れ
る
方
が

と
く
に
多
く
な
り
ま
す
。
 

転
居
の
際
は
、
あ
な
た
の
大

切
な
お
便
り
が
迷
い
子
に
な
ら

な
い
よ
う
、
旧
住
所
の
配
達
を
 
 

受
け
持
つ
郵
便
局

へ
転
居
届
を

忘
れ
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

住
民
票
の
手
続
き
を
し
た
だ

け
で
は
転
居
先
が
わ
か
ら
ず
、
 

郵
便
を
お
届
け
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

転
居
届
を
お
出
し
に
な
り
ま

す
と
、
郵
便
局
で
は

一
年
間
転

居
先

へ
郵
便
物
を
転
送
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
》
 

法
務
局
原
子
 

出
張
所
閉
鎖
 

青
森
地
方
法
務
局
原
子
出
張

所
は
、
法
務
局
の
機
構
改
革
に

よ
り
三
月
三
十

一
日
付
け
で
五

所
川
原
支
局
に
統
合
さ
れ
、
閉

鎖
さ
れ
ま
す
。
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